




















































































































文系学生 理系学生内容 選択率 達成率 選択率 達成率
Aデータ・資料の収集能万 87ユ 48．0 88．4 59．6
B統計掛値を読み凝る能万 87．1 464884 60．9
C問題・課題を数量的に認ｯする能力 86．8 35ユ 87．7 52．6
D実験や調査などの企画立ﾄ能力 75．8 30．8 83．1 42．1
Eパソコンの操作能力 88．1 56．0 884 64．6
Fデータ分析能力 8α5 30．5 85β 46．0
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図5　中国人民大学のインターネット配信教材
皿。身近な統計（Web版）の研究開発
　本節では、放送大学の研究助成を受けて試作した統
計学学習コース『身近な統計（Web版）』の概要を紹
介する。本コースは、放送大学キャンパスネットワー
クを介して、インターネット上で放送大学学生向けに
配信することを意図して制作された。
　対応する放送科目は、平成19年度に開設されたTV
科目『身近な統計（’07）』で、この授業では、はじめ
て統計を学ぶ人を対象に、具体的な続計グラフや統計
数字に関してその意味を知り、そこから正しく情報を
　トップページは、以下のコンテンツで構成されてい
る。
①メインメニュー（左側面）
　　　15回の放送の類語のタイトルのリストで、各回
　　　の放送された授業内容（25分から30分）とリン
　　　クされている。
②各回の講義のアウトライン（中央下）
　　選択された回の授業内容のアウトラインが表示
　　される。
③ビデオ表示画面（中央）
　　①のメニューで選択された授業VTRが表示さ
　　れる。タイムスケーラー、音量調整、プレイ・
　　ストップ機能がある。
④キーワードリスト（右上）
　　選択された回の授業内でのキーワードが表示さ
　　れる。各キーワードは、それぞれ解説画面（別
　　ウィンドウで開く）とリンクされている。
⑤印刷教材（右下）
　　印刷教材の各章がポップアップメニューにより
　　選択でき、選択された章の内容が表示される。
　　選択された回の授業とは異なる章を幾つでも別
　　ウィンドウで表示できるので、例えば、前回の
　　内容を参照することもできる。
⑥補助教材メニューバー（上）
授業内容を更に具体的に理解する上で効果的な
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　　　マルチメディア補助教材メニューで、以下のモ
　　　ジュール群で構成されている：
　　　a。統計グラフ
　　　　　　Javaアプレットによるインタラクティブ
　　　　　　な動的統計グラフ
　　　b．エクセル
　　　　　　授業と対応した具体的なデータと分析操
　　　　　　作を示した分析演習のためのエクセルフ
　　　　　　ァイルとエクセルの操作を解説したビデ
　　　　　　オ映像
　　　c．e－books　library（電子図書システム）
　　　　　　電子化された参考書籍閲覧システム
　　　d．キーワード解説（統計用語の解説）
　　　e．データ（分析実習用のデータメニュー）
　　　　　　統計情報の各取得サイトリスト（リンク
　　　　　　有り）および教育用のデータのダウンm
　　　　　　一ド
　　　f．問題演習（セルフチェック式）
　　　g．統計と社会との接点（ビデオ映像）
　　　　　　統計が活用される社会の諸分野を紹介し
　　　　　　たビデオクリップ集
　上記のマルチメディア補助教材の各々の具体的な内
容と機能を以下に紹介する。
布を規定するパラメータを入力することで、形状の異
なる2項分布のグラフが次々に表示される様子を表し
ている。
｝? 蟻芦川倒錯1ヂ望演｛丁轟　ご濁驚ま　灘幣
講鷺な畿1掛
a．統計グラフ
　各種統計グラフとそのグラフの形状を決定するパラ
メータとの関係は、数式を苦手とする学生には本来わ
かりにくい概念である。また紙媒体のテキストでは、
紙面の制約もありパラメータの値によって変化する多
グラフの形状を多く掲載することもできない。そこで、
Web上でパラメータの値を学生が任意に入力すること
で、結果として得られるグラフの形状が変化する、
Javaアプレットによるいわゆる動的なグラフ機能を提
供している。学生は、数式を介さずにパラメータの役
割を視覚的、直感的に理解することができると同時に、
そのグラフが持つ概念的な意味合いがよく分かるよう
になる。図7は、スケーラーで任意に指定したデータ
のばらつきによって変化するローレンツ曲線とジニ係
数のシミュレーショングラフである。図8は、2項分
　癬鷹鍮蹴轡　　　　、、＼㌔、．tt　源、　t　．．二
二項分策コP巨師。A＝・lo
?
?
?
卿
鮫欝身選聯
訟聯毒
下鋤瀬ツクスに成肋確率欝く頓P〈1｝と講「正圏数r亨（〉鋤を入
力しワ［がラフ悸成博タンをウリッウしてください、
熊麟輝P＿i
試露回鐵厩　　i
Lrmmx£liXmmrm．
??
垂醗霧：pwg．1．a・・19
駐弓
　　　　　　　　図8　2項分布
　また、図9は、箱ひげ図の概念を理解するための、
データ数を指定すると変化する、線プロットと箱ひげ
図の対応図である。
　このような統計シミュレーショングラフを以下の18
種類、提供している。
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確率分布：正規分布、2変量正規分布、t分布、カ
イ2乗分布、F分布、2項分布、ポアソン分布
相関係数と散布図
コレUグラム：時系列分析における代表的な自己
回帰（AR）モデル、移動平均（MA）モデル、
自己回帰移動平均（ARMA）モデルに対応する
コレログラム
その他：平均値と中央値、ジニ係数とローレンツ
曲線、線形回帰、最小2乗法、確率シミュレーシ
ョン、ヒストグラム、箱ひげ図、移動平均
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b．エクセル
　統計グラフおよび統計量などを具体的に理解し統計
分析の手法を活用するまでに至るためには、表計算ソ
フト（エクセル）などを利用したデータ分析演習が必
要になるが、ここでは、授業の内容に応じた分析手順
をワンステップごとに解説を付けたエクセル操作手順
が紙芝居的に見えるページとビデオ映像によるエクセ
ル操作解説を提供した。また、実際のエクセルファイ
ルもダウンロードできるので、学生は、ディスプレイ
上で操作解説画面を直接参照しながら、実際の分析操
作をすることができ、かつ、ファイルをダウンロード
して正しい手順を確認したりすることができる（図
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図10　ステップごとに進むエクセルの操作解説と
　　　音声付き操作解説VTR
c．　e－books　library
　印刷教材の閲覧とは別に、このメニューにより、著
者等のグループで開発し既に公開している“統計科学
のための電子図書システムEBSA（Electronic　Book
for　Statistical　Analysis）”に入ることができる。
EBSAでは、著作権者（該当する書籍の著者もしくは
著者のご遺族等）と各出版社の許可の下に、絶版で手
に入らなくなった統計科学の理論及び応用に関する25
冊の書籍を電子化し、社会に公開している。各書籍は、
元になる本のすべてのページをスキャナーで取り込み
PDF形式に変換した後、　Web上でこれらのPDFファイ
ルが閲覧できるようにしている。その際、次の二つの
点に工夫し閲覧がより容易になるよう配慮している。
一つは、原本の目次に依らない電子書籍専用の目次ペ
ージをできるだけ節項目まで含めて細かく本の内容が
わかるように作成し、テキスト入力したその目次ペー
ジから対応する本の頁のPDF画像に跳ぶようリンクを
張っていることで、もう一つは、原本の索引に記載さ
れているキーワードをすべてテキスト入力したページ
を用意し、キーワードから該当する原本の頁のPDF画
像に跳ぶようにリンクを張っていることである（図
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　インタタゥト　瑠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　難治難
　　図11電子図書の例（キーワード検：索は左下）
紛。
　上記の2つの機能により、一般にファイル容量とし
て大きい画像ファイルのすべてを対象とすることな
く、必要な内容部分のページのみすぐに閲覧・印刷可
能となる。また、テキスト入力によるページ構成のた
め、一般の検索エンジンで検出され易く、原本が参照
される機会は多くなる効果も期待される。
　また、“EBSA”システムでは、すべての書籍の統
合索引データベースを持っており、キーワード入力に
よる検索機能を付帯している。そのため、利用者は、
個別の本、選択した複数の本、もしくはすべての書籍
に対してキーワード検索が可能であり、検索結果から
該当する複数の書籍の頁のページへ跳ぶことができ
る。この機能により、約7000語（重複語も含む）の統
計学・計量経済学関連のキーワードの解説を得ること
ができる（図12）。
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図12電子図書システムの索引検索とキーワード
　　　検索
学生はこのWebページにより、容易に統計学の参考
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図書を閲覧することができる。
d．キーワード解説（統計用語の解説）
　キーワード解説機能には、統計の専門用語の辞書機
能が含まれている。グループ分けされた用語のリスト
が左側に並べられ、その用語をクリックすることで、
用語の説明が表示される（図13）。このリストは、「身
近な統計」の講義内容に沿った形で階層化されており、
学習の途中で不明な専門用語を確認することを容易に
している。また、個々の用語の説明も単なる文章によ
る説明ではなく、解説スライド形式で直感的に理解し
易い説明としている。また、このキーワード解説画面
は、メインページの授業のビデオ映像を選択した際に
表示される各回のキーワードともリンクが張られてい
る。
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者が必要とする情報を欲したときにすぐ手に入れるこ
とができることを目指した機能である。
　また、［教育用データ集］として、統計教育でこれ
まで活用されてきたデータをダウンロードできるよう
にしている。すべてのデータは、CSV形式で提供され
ており、エクセルシートに読み込みが可能で、データ
分析の演習を諸種のデータを使って実行できる。
f，問題演習
　各回の授業に応じた問題が表示されるページで、学
習者は内容の理解度を確認することができる。解答の
ページにもリンクがあるので、画面上で見比べて自己
採点もできる（図15）。
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階層化されたキーワードリスト（左）と解説例
e．データ
　データメニューからは、統計情報の取得のためのサ
イトのリスト（リンク有り）の表示と、教育用のデー
タのダウンロードが可能となる（図14）。
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図14　統計情報取得サイトと教育用データのページ
　データメニューを選択後、表示される画面で、［統
計情報取得サイト］をクリックすると、統計情報取得
のためのサイトが、国の統計を中心とし、分野別にリ
スト表示される。このリストには、情報が得られるサ
イトへのリンクが張られている。統計の学習において、
実際のデータに触れることは非常に大切であり、利用
g。統計と社会との接点（VTR）
　このメニューでは、現場の実務家が社会で具体的に
統計が活用される諸分野を紹介したビデオクリップ集
（以下の15話）を提供している。
　　・プロスポーツ戦略における統計活用の実際
　　・コンビニエンスストアで蓄積されるPOSデータ
　　　の活用
　　・保険医療費（レセプトデータ）と統計処理
　　・総務省統計局が行う国勢調査の仕組み
　　・日本における品質管理教育の成果
　　・企業における製造ラインの品質管理、データに
　　　基づく新商品企画等の実際
　　・気象庁による降水確率の推計方法
　　・国家資格・臭気判定士の仕事と統計との関わり
　　・テレビ放送と視聴率調査の求め方
　　・新聞社における世論調査と選挙予測の現場
　　・新薬の開発プロセスと統計との接点
　　・JR車内広告認知率の要因分析
　　・コンピュータセキュリティのためのアクセスロ
　　　グの解析とスパムメールフィルタリング
　　・国際機関の統計
　　・韓国国立放送大学での統計講義映像
　図16は、JR車内広告認知率の要因分析を解説する
ビデオ映像の一部である。これらのVTR映像は、放
送授業の中で毎回、シリーーズとして放送したものを切
り取ってまとめたものである。統計が社会で活用され
ている場面を多く知ることで、統計学を学ぶモチベー
マルチメディアを活用した統計教育の情報化に関する研究一『身近な統計（Web版）』の研究開発を通して一　　125
ションの向上と続計への理解、応用する力が深まるこ
とが期待できる。
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　　　　図16JR車内広告認知率の分析VTR
　例えば、授業でランダムサンプリングの概念をボッ
クスの中の玉の抜き取りで学び、サンプリングが応用
されている工場の生産ラインでの抜き取り検査の実際
を統計と社会との接点のビデオクリップで確認する、
また、エクセル鈴懸ューでランダムサンプリングで用
いる乱数の発生方法を実習するなど、学生が主体的に
用意された異なる種類の教材と関わりながら、統計活
用力を身に付けるように工夫されている（図17）。
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図17　社会との接点を通して深まる統計への理解
IS，7一．今後の課題
本論文では、高度情報社会に向けた統計教育の今日
的なニーズと国際的な教育ガイドラインの方向性を示
した上で、放送授業と併用して遠隔教育を有効に実施
するためのインターネット配信型のWeb教材の試作を
紹介した。統計学の概念や統計的分析手法の実質的な
習得には、数理的な理論学習とデータを読む経験的側
面の双方が必要であり、一方向的な放送授業と従来型
の書籍テキストの併用だけでは、一般に学習者の理解
を得るのが難しいと考えられるため、とくに、初期の
学習動機付けと導入教育の効果が期待できるインタラ
クティブなマルチメディア教材を開発し教育に活用す
ることは有効と考えられる。
　今回開発し放送大学内キャンパスネットワーク上で
試験的に公開しているWeb版「身近な統計」コースに
は、放送授業VTRだけではなく、統計教育のための
デジタル教材として将来的に望ましい形態のインタラ
クティブなマルチメディア教材をいくつか開発し掲載
した。一般にマルチメディア教材の開発は開発コスト
が高く予算上の制約を伴うが、前節でも紹介したよう
にドイツ、中国、韓国など他の国々でも同様なニーズ
があり、国際的な相互協力も重要である。実際、今回
の研究開発プロジェクトには、ドイツHagen大学のH
－J．Mittag教授、韓国放送大学のTaerim　Lee教授が研
究協力者となり、相互に教材資源のベースの共有化と
母国語でのU一面ライゼーションを行っている。
　今回提示した統計教育のためのデジタル教材は、
Webをベースに構築されたが、今後、双方向型デジタ
ル放送を通して統計教育コースが開設される場合に
も、データ配信コンテンツとして提供することが可能
である。そのための枠組みを提供すると供に、デジタ
ル放送がポータルとなりCD－ROMテキストと当該科
目のインターネットサイトに有機的に結合する授業シ
ステムの設計と構築を目指す。
　統計学は本論文の冒頭で述べたように、自然科学・
社会科学の多くの学問分野の実証研究を支える基本リ
テラシーであり、また、情報公開時代にあって一般社
会人のための生涯教育としての位置付けも大きい。そ
のため、放送大学において、ICTを駆使した国際競争
力のある統計教育コースが構築され、国内外の大学や
教育機関への提供および一般受講生に対しての教育成
果を挙げることが期待されている。
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